
 

 

 

 

 

八千代町下根地域振興会平成２２年活動報告 

ようこそ阿賀城山へ！（登山道の整備と登山のしおりの作成） 

   

 

 

 

特色ある地域づくり事業補助金を受けて、平

成19年度から3年をかけて整備した阿賀城址公

園。今では市内・外からたくさんの登山客が訪

れるようになりました。今年度も、登山道の除

草・整備を行いました。また、阿賀城を訪れる

皆さんのために阿賀城を紹介するパンフレット

（登山のしおり）を手作りし、登山道入り口に

配置しました。 

 

花いっぱい運動を実施しました。 

  

 

 

まちぐるみの取り組みで災害に強い地域づくり 
～住宅用火災警報器設置推進事業の実施～ 

平成 23年 6月より、全戸に住宅用火災警報器の設置が義務化されます。    

消防署等の広報により、一部には設置された方もおられましたが、その

必要性や設置義務化については十分浸透していませんでした。 

そこで、災害に強いまちづくりの観点から八千代町振興会連絡協議会で

は、役員会を何度もひらき、振興会によって取り組みにばらつきが出ない

よう役員間の意識統一を図り、地域ぐるみでの設置推進を行いました。 

警報器の必要性を積極的に啓発広報し、共同購入することで悪質訪問販

売の被害防止も図れたと考えています。   

この事業による新規設置世帯数は、町内全世帯数の 4 割を超える 694 世帯となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

このポストに入ってま～す。 

≪阿賀城山頂から下根地区を望む≫ 



 

 

 

 

 

八千代町下根地域振興会平成２２年活動報告 

●説明会の実施 

  

振興会の皆さんに理解していただくため、連絡協議会や各振興会

で、行政嘱託員さん、振興会役員さん等を対象にして、警報器の説明

会を実施しました。説明会には消防本部から講師を派遣いただくなど

して、必要性や取付方法などについての周知を図りました。 
 

●共同購入により低価格を実現 
   

各振興会が主体とな

り、必要個数を取りまと

めて指定店に一括発注す

ることにより低価格での

購入が可能になりまし

た。 

（2 台以上が必要な世帯

についても、直接指定電

器店に申込んでいただき

ました。その場合も共同

購入と同じ低価格が実現

できました） 

●啓発チラシの各戸配布 

 

住宅用火災警報器の必要性を伝え、購入希望個数を把握するために

チラシを作成し各戸に配布しました。振興会役員や行政嘱託員が戸別

訪問し説明した行政区もあり、このこと自体が地域の防火・防災意識

の底上げにつながったと思われます。 

振興会役員さんや行政嘱託員さんには、チラシの配布、申込のと

りまとめ、集金業務、警報器の配布をお願いしました。 

●希望者への設置支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

住宅用火災警

報機は、高い位置

への設置が必要な

ため、高齢者世帯

等で設置を希望す

る世帯に対して

は、振興会役員や

消防団による無償 

の設置支援を行いました。 

 
 

●今後の取り組み 

 共同購入したことにより、電池交換の時期（10 年後）が同時に来る

ことになります。その際には機器更新や電池交換等についての情報提

供と何らかの支援が必要になると思われます。 
 

 

みんなで購入みんなで設置みんなが安心 

住宅用火災警報器を設置しましょう!! 


